
ヤシヤプシ苗ω禍斑払jの薬剤防除試験

特に薬剤J散布が日の生育に;t-.よぼす効果
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ヤシヤプシ (Alnus firma) 苛の偽:m病は立枯:府とともにその育I'i'îJ: もっとも大きな降;ご11になっているコ

庁門・官脇 (1942) はヒメヤシヤブシの?品質病菌を Seρt01川 Alni SACC. とし， 小川! (1944) はヤマ

ハシノキの?お斑病菌としてやi土り S. Al仰をあて，これはまたヤシヤプシ， ヒメヤシヤプシをも似すと

報じている 伊藤 (1951 ， 1952) もまたヤシヤプシの禍斑病々n:m笥をこれとしさらに同氏ら({Jf!探・渋

川 1953) は本病の病原・病JJJ!学的研究計果の一部も公表している

筆者ら(佐藤・太fU 1953) はすでにヤシヤプシまき{寸前についての防除弐検成績を報作したが，ひき

つづきその床主事前について防除試験を実施した ミの主t喰は種々の討をのため完全なr;Jj!\，f，~:JJ :J~をあげるま

でには至らなかったが，本病!i右|徐の，市の生育におよぼすガJ来が顕著であったのでp その概要を報討する

ことにしずこ

この試験を実施するにあたり，つねに懇切な御桁34を賜った釜目:~!)y劾長伊~j底 ~tfJ !W ::fごP 国場開主主に種々

f111俊助をいただいた同分場塙川男氏に淀んで感謝のだ:をまくする

試料および試験方法

試，1&食t[jIは山形県最上郡]土佐和!大字釜>>;:1に所在する林業試験均釜山l分場古川ilに設定し，試5責設升 l 工 5 区iIí~

乱塊法 (1 plot 1 m2) によった i

195:3 年(昭手口 28 "1ミ) 5 月 10 日， ;J，I;ijl~ とし

て 1 m2 あたり fo1l酸アンモニア 100g，泊燐酸

石Jk 120 g，塩化力tLfll_ 15 g を施し，前年 5 月

7 日まき付け， .~易問I可の防除問W1!: vこ{jl〈した 1 年

安 1 R {j l，試薬剤j

Tabl巴1. Fungicides used for the control of 

Seρtoria leaf-spot of Alnus firma seedling�. 

薬剤J 濃度 撒布量
Fungicides 'Concentration Quantity 

ボル F ウ沢 “5・bshIKiH l 
j勾111長 13 cm，重量 12 g) をnJい， 1m2 あた Bordeaux: mix:ture V( ~~ 1~25')' I 
り 64 オ正月三替を行った手各試検区は第 l 三くに示

すとおりである。

薬剤撒布は小型噴霧機を用い， 5 月 29 日 P

6 月 26 日， 7 月 15 日， 8 月 11 日および 9

月 2 日の計 5 回実行した2

試験結果

第 l 回薬剤f散布の際すで iこ芽がじゅうぶんに

(1) (2) (3) 秋田支場保護研究室

三 lたボルドウ泌
Sankyo bordeaux 250 f苛液 300 cc 

ウスプノL ン力nf日
ボルドウ液

Bordeaux mixture 
added with Uspulun 

〆イセン
Dithane 

5 斗式+
0.19合ウスプルン

5-to田shiki
0.1% Uspulun 

己00 cc 

"Ot) f音液 300 cc 

対照
Control 
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開き，発病しているものも*"当数宅められ，ややJ散布開始のlJ8 HJJを欠した憾があったの

8 月 11 日の'c(h'l査ではボ }l ドウ液区，ウスプルン1)日用ボルドウ液区は防|汲効果が口だち，生育が良好で

あり，ついでダ、イセン区，つぎに新三日;ボルドウ区，対照区のJlf(i序であったλ

9 月 24 円に全供試臼を明りとってJ官終の訓査を行った まず，各区の被'11子117を被害の干日皮によって 3

階級に区分したu

重 ....717の先端に 1~2 枚の業を有するだけのもの。

中 ....111iの 1/2 .[;)，1-.落第したもの

軽... .rþに述 lしな L 、限:ffiTmのすべてυ

さらに，この基準によって区分した被害苗について首長・根元径・重量を測定した結果は第 2 表のとお

第 2 茨 被告程度と前の生長
Table 2. Relation of degree of the injury caused 

by the dis.ease to the growth of seedlings. 

被害皮|市 長|根元筏|重 量
Degree of I Length of IDiameter ofl Weight of 

injury I seedling I se色dling I seedling 

cm m m  g 
山

T出 48.2 6.9 77 
Slight .u.~ u. ~ 

中 3 1. 4 4.3 22 
Moderate I U".  " ! 

官

S 且 15.3 2.4 evere 
3 

りである

この数(il'(をみると被告程度の軽重により苗の

生長tこし、ちじるしい詮があることがわかる c こ

の rlj で Nlfi}f.ね皮の折僚としてもっとも適切なも

のは前の重量であろう J その:EI!1由は首長主根元

径のみでは病害による落葉の程度を現わすこと

ができないが，軍量はこの関係も包含するから

であるコそれでこれを用い，小野ら (1952) の

方法を参考にして次のようにして指数を算出し

- 一一一一一一 tこっ

この試鉄成績では無病のものは皆無であるが，いちおうその重量を 100 とし， 被害軽度(ト)のもの

は推定によって 95 にきめると，中皮(ト+)のものは 27，走皮(十十+)のものは 3 となる この数

値から，被内定度(+ト+)は 97 ， rl-j皮(+ +)は 73，軽度(斗)は 5 と p それぞれの重量減少率が求

められる。

第 3 表 ヤシヤプシ 07の福斑消防|泳試験成績

Table 3. Results of the experiments on the control of Se�t?ria leaf.spot of 

Alnus firma s巴edlings.

事unQ'凶Jlzd手 51Qfwthof 回ed!ing p￡eLfd 
_"b'U'_UU  In)ury 首長|根元径|重量 seedlings died 

ボルドウ液 1l p2  | 3;z l TZ i 311 02 
Bordeaux mixture J !>..:..... '-'V.V 

三共ボ山湾 11 724 1 252 1 36 
Sankyo bordeaux mixtur巴 J I .~. . 

ウスプルン加用ボルドウ液
Bordeaux mixture added 57.4 

with Uspulun I I 

ダイセン 1 ~， 65.2 
Dithane 1 

対照
Control }I 山

32.4 4.8 

35.2 4.6 

23.2 3.0 

11.8 0.2 

24.8 0.2 

24.6 0.3 

9.2 0.2 



ヤシヤブシ苛の続Pit病の茶1'\1] 1切除試験 〔佐藤・太田・庄司J -17 -

したがって

'" 97 a ト 73 b ト 5c
被害皮- N 

ただし，上式の a ， b ， c ~j前記名fi殺にがし、とうする調査苗本数 N'立総調査苗木本数コ

この式によって rEl吉度を算出し，各区のご[ミ言状態を去すため，首長・根元{歪・重量を測定した成績をあ

げると第 3 表のとおりである=

この結果によれば，被害度についてはボルドウ液区とウスプルン力日用ボルドウ液区の問にlれ、ちじるし

い差がなしともにもっとも効果があり，ついでグイ七ン区y 新三共ボルドウ区，対a照区のlI[l1で，ダイセ

ン区と新三!日ボルドウ区ではいちじるしい効果ー泊、i現われていない。

しかし，各区におけるWi木の生育状態についてみると， I町長ではボルドウ液区，ウスプルン加月jボルド

ウ液区，〆イセン区はtlô長が良好であり，これに反して新三共ボルドウ区はいちじるしい効)I~が現われて

いなしら根元径iこついてみると，ボルドウ液区，ウスプノL ン加mボルドウ液区，ダイセン区はともにし、ち

じるしい効果が現われ，新三共ボルドウ区も有効である 重量については，ボルドウ液区，ウスプノL ン加

用ボルドウ液区，〆イセン区がきわめて有)_jjであり， :(;if三共ボルドウ区はきしたる効果がみとめられない

(Plate 1. A, B , C , D , Plate 2. E , F , G) 

苗の枯損を比較してみると大きな差はみとめられたし、。この枯死の大半は福斑病以外の!lil因によるもの

である c 床替市では本病によって枯死することは比較的少なく p まき付苗ではわ'JT:;I，までに被告白の大部分

が枯死することと刈j[日して「佐藤・太田 1953) 大きな52がみとめられる。

要結

前年のまきH前についての場合と比較すると，木年の発病l土 3 週間以上も早L 、。これは落葉などで越冬

した病原菌によって，却が開くとまもなく感染したためと考えられる。この試!主主が完全防除の効果をあげ

得なかった原因!土p 病原菌の生活史を把握し，これに立脚した防除処置を講ずることができず，薬剤の撒

布認拾翁がおくれ，またJ散一行?の間隔が長〈回数が少なすぎたためと思われる。

ポノL ト、ウ液とウスプルン加府ボルドウ液がもっとも有効であり， î1í'三共ボルドウはこれらよりはるかに

劣ることは，さきに判ifLl したこと(佐藤・太川 1953) とほとんど同じ傾向を示してし、る。また，グイセン

は三共ボルドウと比べれば有効て、はあるが，ボルドウ訴をやウスプルン加用ボルドウ液には相当劣る 首の

生育に対してもボノL ドヴ液やウスプルン加1J1Jボルトウ液はきわめて好影響を与えている/これらの結果か

らみてp コド病の防|徐にはボルドウ液の撒布がもっとも有効で、ある，

以上のように，福斑病の防除が苗の生育にL、ちじるしい好影響をあたえることは注目すべき現象で，斑

点、病;こよって，たとえ樹木は枯死しないまでも，その生育がこのようにはなはだしく阻害されることに対

して深い関心を払うべきであろうっ
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Explanation of plates (図版説明)

Results of the experiments on the co口trol of Septoria leaf.spot Alnus firma seedling~. 

(ヤシヤプシ Wí O)持i ほI~~'rj~ll.ノり除;式決 II~桁)

Plate 1. (傍 1 図版〉

A. Bordeaux mixture. (ボルドウ?夜医)

B. Sankyo bord回ux (三 )1ミボルドウ区〕

C. Bordeaux mixture added with Uspulun. (ウスプルン )JIIHlボルドウ液区〕

D. Dith日ロe. (ダイセン区〕

Pl旦te2. (1ft1; 2 図版〉

E. Control. (対照区〕

F. Degree of iniury of the s巴edlings affected with the disease. (日iの限病私[芝〕

a. A seedling aff巴cted slightly. (:I~王)

b. A seedling affected moderately. (巾)

c. A seedling affect巴d severely. (Y!�:) 

G. Growth of th巴 seedlings in each plots. (各区における市のよlôl':r:伏 fL~)

Photographed on Sep. 24. 1953. 

Kur凶I

Contむtro叶1 of SeρtωorzαLeaf-spot of Alnus Seεdl口ings by FungicidεS. 
with Specia1 Reference to Effects of Spraying Fungicides upon 

the Growth of Seed1ings. 

R駸urn� 

1n ihis paper the authors c1eal with the resu1ts of some stuc1ies 011 the contｭ
ro1 of Seρtoria 1eaf-spot of Alnus firma SJEJ:. et ZU('() .. 

The seedlings affectecl with the disease were checked on their growth in 
1ength, diameter at the basa1 part of stem and weight. 

The authors made the calcu1ation of the index of injury cam:ed by the 
disease with the percentage of decrease in the weight of seed1ings as ﾍollows: 

97 a+73 b+5c 
1ndex of injuryニ N

a: Nurnber of seed1ings affected slight1y. 
b: Nurnber of seed1ings affected moderate1y. 
c: Nurnber of seed1ings affected severely. 
N: Tota1 nurnber of seed1ings examinβd. 

Among the fungicides tested, bordeaux mixture and that addecl with Uspulun 
were very effective and Dithane was more or 1ess effective , but Sankyo-bordeaux 
a1most uneffective_ 

Seedlings protected from the disease by spraying these effective fungicides 
we目 healthy and very good in growth, comparing with those untreated. 



-Plate 1-



-Plate 2ー


